－報　告－

臨床教育特別セミナー：指導医のスキルアップのために

平成１７年３月２９日に，「指導医のスキルアップのために」と題した臨床教育特別セミナーが開催されました。

このセミナーでは，本年２月２１日―２４日の４日間，ホノルル市内で開催されたハワイ大学医学部：John A. Burns School of Medicine主催の「Learning from the Patients: The Essentials of Clinical Teaching Workshop」に出席した本学医学部３名のfacultyによる，ワークショップ内容の伝達講習が行われました。

ワークショップに参加なさった江村正先生（卒後臨床研修センター），大塚隆生先生（消化器外科），岩村高志先生（救急部）の３名により，Microslills of Teaching，Micro-Lecture，OOMPA ED WASDM POFなどについての解説・実演がありました。

詳細は下記アドレスに掲載されているＰＰＴ資料をご参照ください。

http://www.saga-med.ac.jp/international/003workshop.skill-up
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消化器外科スーパーローテータ－の山元芙美先生が心臓マッサージの指導を受ける研修医の役割りを果たしてくれました。

See one, Do one, Teach one，という言葉があります。「まず見て，次に自分でやってみて，

そして後輩に教える」という意味です。教えること・教わること，の対象は臨床手技そのものでもありますが，“いかに効果的に教えるか”，ということを教える・教わる，ことも重要だと思われます。

文責　

地域包括医療教育部門

青木洋介

